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２０１９年５月 

（本月報は報道などの公開情報を大使館で取りまとめたものです）        在ポルトガル日本国大使館 

 

【主要ニュース】 

【内政】★教師の昇級年数の回復をめぐる政治対立／★欧州議会選挙結果 

【外交】★マカオ特別行政区長官のポルトガル訪問／★コスタ首相が非公式ＥＵ首脳夕食会に出席 

【経済】★２０１９年第１四半期失業率と実質ＧＤＰ成長率／★ポルトガル政府、「パンダ債」を発行 

 

内政 

★教師の昇級年数の回復をめぐる政治対立 

 ５月２日、共和国議会教育特別委員会において、政

府が３月７日に閣議決定した、経済危機の下で凍結さ

れていた教員の昇級年数の回復を２年９ヶ月１８日と

定める政令の改正案の投票が行われた。教員組合側が

主張する９年４ヶ月２日の回復の是非が問われたとこ

ろ、最大野党社会民主党（ＰＳＤ）及び民衆党（ＣＤ

Ｓ）が、組合側の主張を支持してきた左派ポルトガル

共産党（ＰＣＰ）及び左翼連合（ＢＥ）の立場に賛同

したことにより、同改正案は賛成多数で可決された。

３日、コスタ首相は国民に対し、かかる改正案が本会

議で可決される場合には、政府の財政健全化の取組及

び国際社会におけるポルトガルの信用が失われるとし

て、辞任する意向を示した。これを受け、ＰＳＤ及び

ＣＤＳは改正案への賛成を撤回することとなり、結局、

５月１０日の本会議ではＰＳ、ＰＳＤ及びＣＤＳの反

対多数で否決された。 

★欧州議会選挙結果 

５月２６日、当国で実施された欧州議会選挙において、

与党社会党（ＰＳ）が得票率３３．４１％（９議席）で、

最大野党の社会民主党（ＰＳＤ）の得票率２１．９１％

（６議席）を大きく上回った。政府と閣外協力関係にあ

る左翼連合（ＢＥ）は得票率９．８２％（２議席）で前

回より２倍以上に得票を伸ばして議席を１つ増やした

一方、統一民主連合（ポルトガル共産党・緑の党）（Ｃ

ＤＵ）は得票率６．９０％（２議席）で逆に投票を半分

に落とし、１議席を失う結果となった。また、前回の選

挙でＰＳＤと連合を組んだ民衆党（ＣＤＳ）は得票率６．

１９％で１議席を維持し、現在ポルトガル議会では１議

席の人と動物と自然の党（ＰＡＮ）は５．０８％の得票

率（１議席）で初当選した。 

選挙結果の概要は以下のとおり（欧州議会におけるポ

ルトガルへの配分議席は２１席）。 

政党 得票率（%） 獲得議席 

社会党（PS） 33.41% 9（+1） 

社会民主党（PSD） 21.91% 6（0） 

左翼連合（BE） 9.82% 2（+1） 

統一民主連合（CDU） 6.90% 2（-1） 

民衆党（CDS） 6.19% 1（0） 

人と動物と自然の党（PAN） 5.08% 1 

（注）獲得議席の（ ）は前回（2014年）の欧州議会

選挙時との増減。 

●アクシマージュ社の世論調査―５月 

５月２７日、ジョルナウ・デ・ノティシアス紙は１

０月の総選挙に関するアクシマージュ社の世論調査結

果を発表した。 

政党支持率は、与党・社会党（ＰＳ）が３６．５％、

最大野党・社会民主党（ＰＳＤ）が２５．７％、左翼

連合（ＢＥ）が９．１％、統一民主連合（ポルトガル

共産党・緑の党）（ＣＤＵ）が７．３％、民衆党（ＣＤ
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Ｓ）が６．９％、人と動物と自然の党（ＰＡＮ）が１．

５％、アリアンサが１．３％となった。 

■調査期間：５月１６～２０日、対象者：ポルトガル

の選挙人名簿において固定電話番号又は携帯電話番号

を登録している有権者６２２人、調査方式：層化無作

為２段抽出、回答率：７３．５％、統計上の誤差：３．

８０％ 

■ＰＳ＝社会党、ＰＳＤ＝社会民主党、ＣＤＵ＝統一

民主連合（ポルトガル共産党・緑の党）、ＣＤＳ＝民衆

党、ＢＥ＝左翼連合、ＰＡＮ＝人と動物と自然の党、

ＡＬＩ＝アリアンサ 

 

外交 

●コスタ首相が韓国のイ・ナギョン首相と会談 

 ５月３日、コスタ首相は、ポルトガルを訪問した韓国

のイ・ナギョン首相と会談した。会談後、コスタ首相は、

ツイッターにおいて、「イ・ナギョン首相と自動車産業

の投資の強化並びに宇宙、再生可能エネルギー、ナノテ

クノロジー、海洋経済及びeガバメント分野での協力に

関する対話を開始した」と述べた。 

●サントス・シルヴァ外相が第３回コンタクトグルー

プ会合に参加 

 ５月６～７日、サントス・シルヴァ外相は、ベネズエ

ラ情勢を巡る「国際コンタクトグループ」の第３回閣僚

会合に出席するため、コスタリカを訪問した。 

●レベロ・デ・ソウザ大統領のイタリア訪問 

 ５月７日、レベロ・デ・ソウザ大統領は、第１３回COTEC

ヨーロッパ・シンポジウムに出席するため、イタリアの

ナポリ市を訪問した。同シンポジウムでは、「行政4.0

～デジタル世界のための行政を再考する」をテーマとし

た円卓会議が開催された他、レベロ・デ・ソウザ大統領、

マッタレッラ・イタリア大統領及びフェリペ６世スペイ

ン国王による閉会のスピーチが行われた。 

 COTECヨーロッパ会合は、イタリア、スペイン及びポ

ルトガルのイノベーション・ビジネス協会（COTEC）が

共催するもので、２００５年より毎年それぞれの国で交

互に開催されている。 

 

●コスタ首相が非公式欧州理事会に出席 

５月９日、コスタ首相は、ルーマニアのシビウ市で開

催された非公式欧州理事会に出席し、２０１９～２０２

４年のＥＵの次期戦略的課題について討議した。 

★マカオ特別行政区長官のポルトガル訪問 

 ５月１２～１８日の日程で、マカオ特別行政区の崔世

安（Chui Sai On）行政長官がポルトガルを公式訪問し

た。１３日、同長官は、レベロ・デ・ソウザ大統領を表

敬訪問し、１４日には、コスタ首相を表敬訪問した。１

５日には、崔世安長官及びサントス・シルヴァ外務大臣

が委員長を務める第６回ポルトガル・マカオ合同委員会

が開催された。同委員会後、犯罪者の引き渡しに関する

合意文書及び高等教育の証書の認定に関する覚書が署

名された。また、１４日には、メンデス・ゴディーニョ

観光担当副大臣との間で、エストリル地区にマカオの旅

遊学院の支部を設立する旨の合意文書に署名した。 

●サントス・シルヴァ外相がＥＵ外務理事会に出席 

 ５月１３～１４日、サントス・シルヴァ外相は、ブリ

ュッセルで開催されたＥＵ外務理事会に出席した。１３

日のＥＵ外務理事会では、ベネズエラ、西バルカン、ス

ーダン、アルジェリア、リビア及びサヘル情勢につき議

論がされた。１４日のＥＵ外務理事会（防衛）（ゴメス・

クラヴィーニョ国防相同席）では、サヘル情勢、恒常的

構造防衛協力（ PESCO）、ＥＵ・ＮＡＴＯ間協力等に関

する議論がされた。 

●サントス・シルヴァ外相のフランス訪問 

 ５月１５日、サントス・シルヴァ外相は、経済外交の

一環としてフランスを訪問し（ブリリャンテ・ディアス

国際化担当副大臣同行）、ポルトガルにおいて投資を行

っている又は興味を示している約４０名のフランス人

投資家と会合した。 

●コスタ首相のフランス訪問 

 ５月２０日、コスタ首相は、フランスを訪問した。同

日午前、コスタ首相は、パリのＢＨＶマリ・ショッピン

グ・センターにて７週間にわたり開催される「Sous le 

Soleil Du Portugal（ポルトガルの太陽の下で）」とい

うポルトガル製品をパリで紹介するイニシアティブを

視察した。同日午後、コスタ首相は、マクロン・フラン
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ス大統領と会談し、会談後、ツイッターにおいて、「我々

は、欧州プロジェクトに関し、欧州が結果を出し、不均

等及びテロの脅威から市民を守り、そしてデジタル社会

へのバランスのとれた移行を保証するという将来展望

を共有している」と述べた。 

●バルガス・ドミニカ外相のポルトガル訪問 

 ５月２０日、バルガス・ドミニカ外相がポルトガルを

訪問し、サントス・シルヴァ外相と二国間関係、イベロ

アメリカ・サミット、並びにニカラグア及びベネズエラ

情勢につき会談した。 

●サントス・シルヴァ外相のドイツ訪問 

 ５月２２日、サントス・シルヴァ外相は、ドイツ・ベ

ルリンを訪問し、マース・ドイツ外相及びツェラル・ス

ロベニア外相と会談した。ドイツ、ポルトガル及びスロ

ベニアは２０２０年７月～２０２１年１２月にかけて

それぞれＥＵの議長国を務めることとなっており、今次

訪問では、同三カ国による議長国としての共通優先課題

に関する議論が行われた。 

●ブロック・オランダ外相のポルトガル訪問 

 ５月２７日、ブロック・オランダ外相がポルトガルを

訪問し、サントス・シルヴァ外相と二国間関係、経済通

貨同盟、欧州議会選挙、戦略アジェンダ（移民難民、安

全保障、気候変動）等の他、アフリカ、ベネズエラ及び

中国情勢、中東和平プロセス及び２０２０年国連海洋会

議について会談した。 

★コスタ首相が非公式ＥＵ首脳夕食会に出席 

 ５月２８日、コスタ首相は、ブリュッセルで開催され

た非公式ＥＵ首脳夕食会に出席した。同夕食会では、欧

州議会選挙の結果及びＥＵ諸機関の主要人事等につい

て協議が行われた。同夕食会後、コスタ首相は、今次欧

州議会選挙の結果により、同議会における主要な会派が

増えたことを踏まえ、「欧州理事会又は欧州議会におい

て安定多数を保証するための広範な政治的合意が必要

である」と述べ、共通の中期戦略に基づき、ＥＵの４つ

の主要ポスト（欧州理事会議長、ＥＵ外交・安全保障政

策担当上級代表、欧州委員会委員長、欧州議会議長）を

決定すべきであると述べた。 

 

●サントス・シルヴァ外相のコートジボワール訪問 

 ５月２８～２９日、サントス・シルヴァ外相は、コー

トジボワールを訪問した（ブリリャンテ・ディアス国際

化担当副大臣同行）。２８日、同外相は、アモン＝タノ

ー・コートジボワール外相と会談し、ポルトガル・コー

トジボワール合同委員会の議長を務めた後、バカヨコ国

防相と会談した他､ダンカン副大統領を表敬訪問した。

２９日、サントス・シルヴァ外相は、ポルトガル企業（モ

タ・エンジル社及フェルピンタ社）関連施設を視察した

他、アフリカ開発銀行にて欧州とアフリカの関係につい

て講演した。 

●ゴメス・クラヴィーニョ国防大臣のアンゴラ訪問 

 ５月２８～３０日、ゴメス・クラヴィーニョ国防大臣

はアンゴラを訪問した。２８日、同大臣は、アンゴラの

セケイラ国防大臣及びドス・サントス元兵士退役軍人大

臣とそれぞれ会談した後、士官学校及び海軍兵学校を訪

問した。２９日は、ルアンダ郊外にて、アンゴラ特殊部

隊学校及び旅団を視察した他、ギニア湾委員会を訪問し

た。３０日は、第１９回ＣＰＬＰ国防大臣会合に出席し

た。 
●コスタ首相が「カール大帝賞」授賞式に出席 

 ５月３０日、コスタ首相は、ドイツのアーヘン市で開

催された「カール大帝賞」授賞式に出席した。今年の「カ

ール大帝賞」はグテーレス国連事務総長に授与され、ポ

ルトガル人の同賞受賞は初めて。 

 カール大帝賞は、ドイツのアーヘン市が１９５０年よ

り欧州統合又は欧州諸国間の協力に向けて優れた業績

を挙げた著名人に授賞している賞。 

●レベロ・デ・ソウザ大統領のサントメ・プリンシペ

訪問 

 ５月２８～２９日、レベロ・デ・ソウザ大統領は、サ

ントメ・プリンシペを訪問した。２８日、同大統領は、

カルヴァリョ・サントメ・プリンシペ大統領と会談した

他、大統領官邸で開催されたレセプションに参加した。 

２９日は、カルヴァリョ大統領と共にイギリス人の天文

学者、アーサー・エディントン氏がサントメ・プリンシ

ペにて相対性理論を証明した実験の１００周年記念式

典に出席した。 
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経済 

●欧州委員会による２０１９年春期経済見通し 

 ５月７日、欧州委員会は、２０１９年春期経済見通し

を発表したところ、ポルトガルにおける本年の実質ＧＤ

Ｐ成長率１．７％（前回２月同様）、失業率６．２％（同

６．３％）、インフレ率１．１％（同１．５％）、経常収

支（対ＧＤＰ比）▲１．０％（同０．１％）、財政赤字

（対ＧＤＰ比）▲０．４％（同▲０．６％）と公表した。 

★２０１９年第１四半期失業率と実質ＧＤＰ成長率 

５月８日、ポルトガル国立統計院（ＩＮＥ）は、２

０１９年第１四半期（１－３）の失業率が６．８％（前

期比０．１ポイント増；前年同期比１．１ポイント減）

と発表した。失業者数は３５万３，６００人（前期比

１．３％増；前年同期比１３．８％減）で、このうち、

若年層失業率（１５～２４歳）は１７．６％（前期比

２．３ポイント減；前年同期比４．３ポイント減）の

６万４，６００人。男女別失業率では、男性が６．０％、

女性が７．６％。また、地域別失業率では、アルガル

ヴェ地域（９．４％）、アソーレス自治州（８．４％）、

リスボン首都圏（７．８％）及びマデイラ自治州（７．

０％）がポルトガル全土平均を上回り、北部地域では

平均（６．８％）を記録し、アレンテージョ地域（６．

３％）及び中部地域（４．９％）のみが平均を下回っ

た。 

また、ＩＮＥは３１日、第１四半期（１－３）の実

質ＧＤＰ成長率を前期比０．５％増、前年同期比１．

８％増と発表した。ＧＤＰ成長率のうち、総固定資本

形成に関連する投資が急速に伸びたことにより、内需

の寄与度が前期比４．８％増加した。他方、財貨・サ

ービスの純輸出は物品・サービスの輸入が輸出より急

速に増加したため、寄与度は▲３．１となった。 

●長期国債の入札 

 ５月８日、ポルトガル国庫公債管理庁（ＩＧＣＰ）

は、１０年物長期国債を８億ユーロ（利回りは過去最

低の１．０５９％）及び１５年物長期国債を４億５，

０００万ユーロ（利回りは１．５６３％）発行した。

落札額は、１０年物長期国債が１５億２００万ユーロ

（応札倍率１．８８倍）、１５年物長期国債が８億５，

５００万ユーロ（応札倍率１．９０倍）となった。 

●短期国債の入札 

 ５月１５日、ポルトガル国庫公債管理庁（ＩＧＣＰ）

は、６か月物短期国債を５億ユーロ（平均利回りは-０．

３９６％）及び１年短期国債を１０億ユーロ（平均利回

り-０．３７０％）発行した。落札額は、６か月短期国

債が１３億１，１００万ユーロ（応札倍率２．６２倍）、

１年短期国債が２２億８，５００万ユーロ（応札倍率２．

２９倍）となった。 

●「オーシャンズ・ミーティング２０１９」の開催 

 ５月１６～１７日、リスボンにて、ポルトガル政府

主催の海洋に関する国際会議「オーシャンズ・ミーテ

ィング２０１９」が開催された。１６日は、マゼラン

の世界周航５００周年に関する展示及びオーシャン

ズ・ミーティング２０１９の開会式が行われ、ヴィト

リーノ海洋大臣及びヴェッラ欧州委員（環境・海事・

漁業担当）をはじめ、６４カ国からの代表及び国際海

事機関（ＩＭＯ）の代表等が出席した。同日午後には、

「海洋ガバナンスとデータの共有」及び「イノベーシ

ョン、ブルー・スタートアップと資金調達」と題した

パネル・ディスカッションが行われた。１７日は、「小

島及び発展途上国における海洋ガバナンスの課題」及

び「海洋スマート・ガバナンス」と題したパネル・デ

ィスカッションが行われた。 

 今回のオーシャンズ・ミーティング２０１９に並行し

て、５月１６～１７日、欧州委員会による「欧州海事の

日（European Maritime Day）リスボン２０１９」が開

催された。 

●ＩＭＦが対ポルトガル４条協議終了にあたっての

声明を発表 

５月６日～１７日の日程でＩＭＦ代表団がポルト

ガルを訪問し、ＩＭＦは、１７日に「２０１９年対ポ

ルトガル４条協議終了にあたっての声明」を発表し、

ポルトガルの景気拡大が６年目に入り、失業率が危機

前の水準を下回り、民間及び公的機関のレバレッジ比

率が改善されたとした。２０１９年のＧＤＰ成長率は

１．７％に留まるものの、中期成長ポテンシャル（１．

４％）を上回っているとした。他方、ポルトガルは、
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外部環境からの影響を受けやすく、特に欧州の経済低

迷、保護主義の高まり及び英国の合意なきＥＵ離脱に

よる主に観光分野への影響に関する懸念を示した。ま

た、国内において、各種団体が政府に対し歳出増加を

伴う要求を強めているが、ポルトガルは、高額な公的

債務及び民間債務を継続的に削減しつつ、労働生産性

の向上、投資及び貯蓄を促進する強固な国内政策を実

施すべきであると指摘した。 

【ＩＭＦの対ポルトガル・マクロ経済指標の最新予測】 

単位（％） 2019年 2020年 

実質ＧＤＰ成長率 1.7 1.5 

個人消費 1.9 1.5 

公的支出 1.6 1.3 

総固定資本形成 6.2 4.2 

輸出 4.1 4.1 

輸入 5.2 4.7 

失業率 6.2 5.7 

インフレ率 1.1 1.5 

財政収支（対ＧＤＰ比） ▲0.2 0.0 

基礎的財政収支（同） 3.1 3.3 

一般政府債務（同） 119.3 117.0 

経常収支（同） ▲0.3 ▲0.4 

●長期国債の債務交換 

 ５月２２日、ポルトガル国庫公債管理庁（ＩＧＣＰ）

は、債務交換（exchange offer）を実施し、２０２１

年に期限を迎える７億４，２００万ユーロの国債を３．

８５％の金利で購入し、２０２６年に期限を迎える同

額の国債を２．８７５％の金利で売却した。 

●フィッチ社、ポルトガル国債の格付け見通しを引き

上げ 

 ５月２４日、格付会社フィッチ社はポルトガル国債の

信用格付を投資適格級の「ＢＢＢ」に維持しつつ、格付

見通しを「安定的」から「ポジティブ」に引き上げた。

同社は、近年のポルトガルの公的債務残高対ＧＤＰ比が

２０１４年のピーク時の１３０．６％から２０１８年末

の１２１．５％まで削減されたことを評価する一方で、

その他の「ＢＢＢ」国と比べると、ポルトガルの公的債

務残高は未だ高額であることを指摘した。また、同社は、

ユーロ圏の経済低迷の影響により、２０１９年及び２０

２０年、ポルトガルは貿易赤字を記録する見込みである

とした。 

★ポルトガル政府、「パンダ債」を発行 

 ５月３０日、ポルトガル国庫公債管理庁（ＩＧＣＰ）

は、２０億人民元（２億６，０００万ユーロ）、年限３

年の人民元建て債券（パンダ債）（利回りは４．０９％）

を発行し、応札倍率は３．１６５倍となった。パンダ

債発行の引受主幹事は中国銀行及びＨＳＢＣ銀行が努

め、ポルトガル貯蓄銀行（ＣＧＤ）傘下のCaixaBI投

資銀行は財務アドバイザーとして参加した。ポルトガ

ルはユーロ圏の中で初めてパンダ債を発行した国とな

り、ＥＵ加盟国の中ではポーランド、ハンガリーに次

ぐ３番目の国となった。 

（了） 


